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狩日台きつね塚古墳

図 1

は じめに

狩 口 台 き つ ね 塚 古 地4

周 辺 の 古 墳

(Scale:1/25000)

物

狩 口台 きつね塚古墳 は、垂水区狩 口台 7丁 目に存

在 しています。眼下に明石海峡を見下 ろす、山田川

と狩 口川にはさまれた標高42mの 段丘上 につ くられ

た古墳です。

これまでに、古墳の範囲を確認す るため、昭和54

年度、同61年度、同63年度、平成 2年度 の合計 4回

の試掘調査が実施 されま した。

狩 口 台 き つ ね 塚 古 墳
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狩口台きつね塚古墳

調査の結果 をまとめると、直径26m、 高 さ約 4m

の円墳で、斜面が二段 につ くられ、内濠 (幅 4～ 5

m)と 外濠 (幅 3m前後 )の二重の浅 い周濠がめ ぐ

らされていることが明 らか とな っています。外濠で

計 ると、古墳の規模が直径約60mに な ることがわか

りま した。

埋葬施設 は長 さ約 8mと 推定 され る南西方向に開

口す る両抽式の横穴式石室です。石室か ら出土 した

遺物か らみて、古墳時代後期 (西 暦 550年 頃)に

つ くられたと考えていま した。
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狩口台きつね塚古墳

2.周 辺 の遺跡

参 考 資 料 大 塚 ケ iF 1 5号 lAの 家 形 石 4宮 (「 新 修 神 戸 市 史 」 歴 史 編 Iよ り )

3.調査の概要 今回の調査は 5回 日の調査で、平成 4年 3月 初旬

か らはじめています。狩 口台きつね塚古墳の保存に

先立 って、古墳の内容を明 らかにし、復元整備のた

めの資料を得 るために行 っています。合計 6ケ 所に

トレンチを設定 して発掘調査を実施 しています。

埋葬施設は南西方向に開口する、全長 9.5mの 両

袖式の横穴式石室です。石室の天丼石は調査前か ら

全 く残 っていませんで した。

3

石室の形 と大 きさ

狩 口台 きつね塚古墳周辺の丘陵上 には弥生時代中

期か ら後期 にかけての竪穴住居などの遺構が発掘調

査 によって確認 され、大規模な集落址であることも

判明 しています。

また、現在の明舞団地か ら多聞団地 にかけての丘

陵上 には、かつて古墳時代後期の古墳が数多 く分布

していま した。なかで も、深谷 1号墳 と大塚ケ平 15

号墳では、昔の発掘調査で多 くの副葬品 と家形石棺

が見つか っています。

狩 口台 きつね塚古墳 か ら周囲を見回す と、舞子浜

遺跡 (約 1000m)、 大歳山遺跡 (約 1000m)、 舞子

古墳群 (約 2000m)、 高塚山古墳群 (約 5000m)な

どの遺跡が一望できます。

-4-
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図 3 今 回 の 調 査 地 点 と 成 果
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玄 室

狩日台きつね塚古墳

玄室 は長 さ 4.5m、 幅 2.2mで、奥壁 は巨石を 2

段 に配 し、側壁 は最高 4段 目までの石材が確認で き

ま した。奥壁部 は もとの姿 と考え られ るため、玄室

の天丼高 は床面か ら約 2.5mと 推定で きます。

袖石には、高 さ 1.5mの 立石を左右 に配 し、玄門

をつ くり、床面 には凝灰岩質砂岩の直方体の石材を

3つ組み合わせた梱石が据え られています。玄門の

幅 は1.25mで す。

出土遺物

玄室内は床面 まで盗掘で荒 らされていま したが、

奥壁沿 いか ら左側壁沿 いの床面で副葬品の一部が見

つか りました。
す え き か め こんとう
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須恵器 (高 不 。長頸壷・ はそ う 。甕など)と 金銅

装の馬具 (花 形鏡板付 くつわ 。辻金具・花形杏葉・

う ず
雲珠 など)、 鉄鏃などが出上 しま した。 また、石が

抜かれた玄室や羨道 に流れ込んだ上の中か ら、 こな

ごなに割 られた組合式の家形石棺 (凝 灰岩質砂岩製 )

の破片 も多 く出上 しています。

副葬品にイア リングやネックレスの ような装身具

が全 く見つか っていないのは、石棺の中に遺体 とと

もに納め られていた ものが持 ち去 られたか らだと考

え られます。

出土 した須恵器や馬具の特徴か らみ ると、狩 口台

きつね塚古墳 は、 6世紀の終わ りごろ (西 暦 580

年 ごろ)に つ くられた ことがわか ります。
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狩口台きつね塚古墳
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羨道 は長 さ 5,Om、 幅約 1.5m、 羨門幅 1.5mで

す。羨門部の両側壁立石 と右側壁の一部を除いて石

材 は抜 き取 られ、ほとんど残 っていません。床面 も

盗掘で荒 らされていま した。

墓道 は長 さ 6.Om、 上端幅 2.8m、 下端幅 1,7m、

深 さ 1.5mの ものです。墓道の入 口の北側墳丘小段

面 には、須恵器の把手付甕が埋置 されていま した。

お供え物が入れ られていたのか もしれ ません。

面

一
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狩口台きつね塚古墳

内 濠 内濠 は墳丘の据が削 られていて正確で はあ りませ

んが、幅約 4mで巡 っていると推定 されます。そ し

て、石室の主軸延長線上 には、内濠か ら外濠 にむか

って掘 られたと考え られ る排水溝が見つか りま した。

排水溝は、幅 70 clll、 深 さ50 cmで 、内濠の底 よりわ

ずかに低 いことか ら、石室内と内濠の排水を行 って

いたと考え られます。

排水溝

墳丘の盛 り土           また、今回の調査では、古墳がどのようにして作

られたのか調べています。これまで‐にわかったこと

をまとめると、

① まず、旧地表面か ら横穴式石室の石を据える

ための大 きな穴を掘る (石室の掘形 )

② 石室の 1段 日の石を据える

③  2段 日か らは石を積みなが ら、土を盛 る作業

を繰 り返す

⇒黄色 と黒色の土を交互に積んで、突 き固

めていく

④  4段 目の石が積み終わる

⇒ ここで 1段 日の墳丘ので きあが り !

⑤ 天丼石を架け、天丼石が見えな くなるまで盛

り上をする

⇒ 2段 目の墳丘のできあが り 1(古墳の完

成 )

9-10-



狩口台きつね塚古墳

まとめ             以上のよ うに、今回の調査では、狩 口台 きつね塚

古墳の埋葬施設が明 らかにで きただけでな く、古墳

が どのように して作 られていったのかがわか りま し

た。

この狩 口台 きつね塚古墳には、次のよ うな点か ら、

かな り権力のある豪族が葬 られたと推定で きます。

①山田川の右岸域 に立地す る古墳時代後期の古墳

の中で も、最下流部にあ り、まるで五色塚古墳 と同

じように明石海峡を見下 ろ して立地 している。

②二重の周濠 (直 径 52m)の ある円墳である。 し

か も近接 して古墳が作 られていない。

③ 6世紀終わ りごろに築造 された古墳で、石室内

に組合式の家形石棺を内蔵 している横穴式石室であ

る。

④横穴式石室 に使われている石材 は、市内で も最

大級の巨石を使 ってお り、 しか も墳丘のすべてが盛

り上 されている。

⑤今回、見つか った金銅装の馬具の うち、花形の

鏡板 と杏葉 は兵庫県下では最古の もので、養父郡八

鹿町岩崎出土 と伝え られる花形杏葉 についで 2例 目

です。近畿地方 での出土例 は極めて珍 しく、 これま

でに愛知県以東 と福岡県か ら出上 しているが、 30

例 た らずが知 られているにす ぎない。

今回は、復元整備のための調査を行いましたが、

狩 口台きつね塚古墳の横穴式石室を復元整備するこ

とは難 しいと判断 しています。 このため、今回の調

査が終わると、横穴式石室は埋め戻 して現状保存す

ることになります。

墳丘は、今後復元整備 してい く予定です。

10 -11-



狩H台きつね塚古墳

神戸市文化財専門委員・ 立命館大学教授

和田晴吾先生、京都大学教授 小野山節

先生のご指導をいただいた。

また、神戸市住宅局、神戸市都市整備公

社の協力を得ています。

発行 日
会
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垂 水 H向 差垂彪小第 7Zて 司可理学羽兄引ヒヨ竜二月≡彗拳筆ホ斗

1.は じめに

神戸市教育委員会・神戸市スポーツ教育公社

垂水日向遺跡は、福田川右岸の河口近 くにある遺跡です。西へ約 1

kmの ところには.兵庫県で最大の前方後円墳である五色塚古墳があり

ます。また、古 くからこの地にある海神社がすぐ近 くにあります。

昭和63年にこの遺跡が発見されるまでは、福田川流域には遺跡が全

く知られていませんでした。現在垂水区役所のあるところで、初めて

発掘調査が行われ、平安時代から鎌倉時代にかけての建物跡や縄文時

代の川や人の足跡が発見されました。その後も幾度か調査が行われ、

古墳時代初めの竪穴住居も発見されました。

今回の調査は、垂水駅前の再開発事業に先立って、平成 4年 2月か

ら行っています。これまでに、平安時代の掘立柱建物 ◆井戸 。地鎮遺

構、縄文時代の川の跡、約6300年前に降り積もった火山灰、約7300年

前の人の足跡などが発見されました。

発掘調査地点

垂水区役所

レバ ンテ垂水

1を 磯 VЦ イ i

肺除陥庁日】部判居
田
川

1催F:!:::::i:!と「
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垂水日向遺跡
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アカホヤ火山灰の層
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2. 平安時代の遺構

掘立柱建物

地鎮遺構

井 戸

垂水日向遺跡

調査区の北と南に分かれて建物跡や井戸が発見されました。建物跡

は 10棟で、地面に穴を掘り、柱を建てる「掘立柱建物」と呼ばれる

ものです。 10棟が一度に建っていたのではなく、 3～ 4回の建て替

えがあり、同時に建っていたのは 3～ 4棟程度だったようです。

それぞれの建物の柱穴から、小さな土器の破片が出てきましたが、

まだ充分に整理をしていませんので、どれが古 く、どれが新しいかは

まだわかりません。

「地鎮」 (じちん)と いうのは、建物を建てる前にいろいろな儀式

を行い、地中に「宝物」を埋めることです。その作法や宝物は様々で

すが、ここでは、穴の中に赤・白・青の小石や土師器の小皿を重ねて

埋めたもので、 6か所で出てきています。

密教の地鎮の方法に、建物を建てる土地の東西南北と中央に五色の

玉を埋めると書かれています。時代とともに色と方位が変わるようで

すが、ここで出てきた色ごとにわけて埋められた小石はこれにあたる

のかもしれません。

掘立柱建物がまとまって出てきた南と北で、それぞれ と基ずつ発見

されました。

ここで出てきた井戸の構造は、板で四角に囲い、その底に曲げ物の

水溜を埋めたものです。地上は壊れていてよくわかりませんが、大き

な石がたくさん落ち込んでいたので、石囲いであったかもしれません。

どちらの井戸も、現在の井戸よりも随分と浅 く、 2mほ どです。

井戸の底近 くには、埋める時に行った儀式につかったと思われるも

のが埋まっていました。数多 くのさまざまな土器、土錘 (魚をとると

きに使う網のおもり)、 鹿の角などです。

乙

井戸 1 出土遺物
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垂水日向遺跡

S8 09

剤礎真4

SB 07

0

!        :S3 05

S803         /6と__∩
―
/

|

G一⑥‐一

X==-152090.000

図2第 1迫横面£体図

4

崚2ミ。_。_。一皇I」戸

-16-



井戸 2 出土遺物

3.縄文時代の遺構 平安時代の建物などが建てられていた層をさらに深 く掘っていくと

砂や砂利の層が出てきます。その層の中には砂利と共に流されてきた

縄文土器や木 。木の葉などが埋まっていました。特に木は数千本にお

よび、葉は数えきれません。木や葉は植物学者に鑑定をしてもらい、

当時の森の様子を復元する貴重な資料になります。

業の中には、イロハモミジ・イタヤカエデ・ケヤキ・カシ・ クスノ

キなど、なじみの深いものも数多 く含まれています。

火山灰    先の砂利や砂に削り残された部分で火山灰の堆積層が見つかりまし

た。この火山灰はアカホヤ火山灰と呼ばれるもので、今から6300年 ほ

ど前に南九州の海底火山が爆発し、広範囲に降り積もったものです。

この火山灰は、浅い海底に堆積したもので、最初に 5 cmほ ど積もり

そのあと徐々に細かいものが 5 cmほ ど、そのあと陸上に積もったもの

が流され30cmほ ど積もっています。

さざ波の跡  この火山灰が積もっていく過程で、約 5 cm間 隔でさざ波の跡が刻ま

れています。海水浴などで潜った時に海底で見られるもので、漣痕 (

れんこん)と 呼ばれ、珍しいものです。

垂水日向遺跡

5 -17-



重水日向遣跡

rD、

謙

７．ｉ【
醜
脳
押
ギ

即

縄文土器 (中 期～後期 )拓 影 (S cale:1/3)

足跡     昭和63年に、現在垂水区役所が建っているところを発掘調査したと

き、人の足跡が出てきました。その当時は縄文時代のいつのものか不

明でしたが、後の調査でその地層はアカホヤ火山灰の下であることが

判明したため、今から6300年 よりは前のものであるとわかりました。

今回の調査で出てきた足跡は、その層よりさらに50cmほ ど下で、ほ

とんどが北から南に向いて歩いています。またその逆もあります。

足跡の大きさは大小ありますが、ガヽさいものは15cmほ ど、大きいも

のは30cm以上あります。しかし、その当時くるぶしが埋まるほどの水

深であったため、この足跡の大きさが、そのまま足の大きさというこ

とではありません。実際の足の大きさより大きな足跡になります。た

んぼの中を歩いたことがある人なら、そのような経験があるでしょう。

この足跡の年代ですが、そのす ぐ上の層を分析したときに、今から

7300年前ということがわかりましたので、縄文時代早期と呼ばれる時

期のものです。

6

療
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垂水日向遺跡

垂 水 H向 差垂厖小第 7 Zk司同罪畢 σD聘柔も老雰垂葉墨 (推定)

立命館大学 助教授 高橋 学

① ,慧覇可犬 士性と (種J>7騎驚爆彗

'IL4積
) 日竜≧ノP電

― ○最終氷期走晩氷期頃 (お よそ8000年前頃まで)

○世界的な寒冷期(21000年前頃)か らやや冷凍な気候 (海水準はまだ低 く、ようやく現

在の瀬戸内海の部分に海が侵入 しはじめた頃)

○福田川が砂礫を運び、扇状地を形成 していた

② 砂 ILt  (内 アrJ) の 元多五がこと 洋蓉うなく望讐主σ) 卜 多翠Lσ⊃口寺 代

○海水準が上昇を続け、沿岸流によって五色塚付近の地層が浸食され、砂堆 (内列)が

形成されはじめた

○砂堆の陸側には非常に浅い湿地が形成された

ここに足跡がついている

O堆積の状態からは、淡水→汽水の水域 (やや塩分を含む)へと変化

○水深は水田に水をはったぐらいか

○河)ilの営力を受けやすい状態

○比較的短期間に埋積された

○足跡がつくと周囲に攪乱がおきている

細粒な砂で埋積 (一時的に凹地になっていたらしい)

07300年前位 (第 1次調査の14c年
代測定の結果)

① 海 水 準 卜 昇
―

洋募σD珂章名許白準 入 σDロミ子tt
O海水準の上昇にともない海域が拡大 した (閉 じられた海域)

○海域は垂水小学校あたりまで侵入

○生痕 (貝や生物の巣穴)が多数存在 していた

O②の状態よりも水深は徐々に増 してきた

OFeS2(黄鉄鉱・黄色粉)が析出している一海の堆積物である証

○途中に河川による強い水の流れ一浸食穴 (ク レバス)形成

④ 内 湾 日寺 代 ―― ア カ ニト ヤ 火 山 灰 降 下 前 後

○漣痕 (れんこん、さざ波の跡)が検出されており、やや水流のある海底であったこと

が推定される (開かれた海域)

○アカホヤ火山灰の降灰と二次堆積 (現在より、やや温暖な気候)

06300～6400年前頃

8―-20-―
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垂水日向遺跡

⑤ 新 J硯L扇耳犬 剤 堕C)=広大

○やや気候が冷凍となり、扇状地を形成する砂礫が堆積する

○縄文時代中～後期の遺物を含む

○流木と立木 ?が認められる (瀬戸内海全体では5500年前のものと、 3千数百年前のも

のが知られている)

垂水日向遺跡のものは後者にあたる

O砂礫層にはFeS2が析出してきており、海の影響を受けたことが判る

OFeS2は To P・ +2.8～ 3.Omまで確認できる。従来の考えでは、アカホヤ降灰時が海水準

が最も高 くなっていたとされているが、高さだけならこの時代のほうが高い可能性が

ある

○ただし、水深はアカホヤ降灰時が深い (海底が浅 くなっているため)

(註)①T.P.+3.Omま で海の影響が認められるが、これは局地的なもので瀬戸内海に広

げられない。明石海峡が狭 く、潮流が速いため1.0～ 1.5m、 他より海面が高い

(現在でも)。 岡山では現在のほうが高いデータがある。

②六甲山一淡路島の上昇に伴う地盤隆起

縄 文 人 の 足 跡 に ― い て

○ くるぶしかややそれよりも水深のある湿地

(水はやや停滞していた)を大股で歩いて

いる

○第 1次調査では集落から海へ向かい、反転

し集落へ帰っている足跡と考えたが、今回

もそれと矛盾しない

○水域環境   砂泥底、水深10～50cm

やや水停滞

川の水と海の水が混じり合

うところ

9

鶴k■u3憂多絶≧ダ己優雪 (高欄 学氏)
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垂水日向遺跡

十                                           :

今回の発掘調査については、神戸市東化財専門萎員 檀上重光先生
口 和観晴書先生、立命館大学文学部 鵡 学助教授 (地理坤 Ⅲ同
家模祥多助教授 (考古学)にご指導いた|だきました。
また、神戸市都市計画局の働 を得ていますと     Ⅲ

-221- 10







1.は じめ に

気ヨ

'野

電 i賢 地小 i歴ゴ ノ  デ色 封上 優至 多営 6 多く 訂司 里垂

TJL I也 言党 I刀
=装

垂箋 淋dト

平成 4年 8月 30日

神戸市教育委員会文化財課 '神 戸市スポーツ教育公社

宅 原 遺 跡 は、北 区長尾 町 の長尾 川 の流 域 に立 地 す る遺 跡 で、 これ まで

にお こなわ れ た調 査 によ って、 先 土 器時代 か ら近 世にいた るまで の さま

ざ ま な時 代 の 遺 跡 が残 され て いた ことが 判 明 して い ます。

宅 原 遺 跡 宮 ノ元 地 区 にお いて は、 これ まで 5回 の調 査が お こなわれ、

その結 果、 民鳥 時代・ 奈 良時代 の 官 街 に関 連す る と考 ズ_ら れ る建物跡 や

溝 な どの 遺構 、硯 や木 製面 、墨 書 土 器 な どの遺 物 、平安 時代 の終 わ りか

ら鎌 倉 時 代 にか けて の 建物 跡 な どの 存在 が確 認 され て い ます 。 今 回の調

査 は、道 路 の敷 設 に先 立 ち平成 4年 5月 か ら実 施 して い ます 。 現在 まで

に谷 状 の流 路 2ケ 所 。掘 立柱建 4勿 1棟 。土 坑 な どが検 出 され て い ます。

この うち西 側 の谷 はその谷 口部 分 を ダムの よ うに堤でせ き止 め、 灌湖用

の溜 池 と して 利用 して いた ことが 判 明 しま した。

1

2

3

4

5

妬≧ 帰己 田丁 犀瓢 逗里 0)

主 な 遺 跡

竜ケ谷遺跡

上津遺跡

定塚古墳群

天皇山古墳群

宅原遺跡

矢印が今回の調査地点

北神第 2地 点古噴・

北神第 3地 点古墳

-23-―



宅原遣跡 (宮 ノ元地区)
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欝穏韓井過去の調査地

≡ :今 回 (第 6次 )の 調査地
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宅原遺跡 (宮ノ元地区)

2.主 な遺 構

掘 立 柱建 物

流 路 1

東の斜面地で掘立柱建物の一部 (南 北二間 。東西 一問分 )が 確認 され

ま した。 しか し、 この遺構 は調査区の外にもつづいてい ると考ズ_ら れ、

建物の本来の大 きさは確認できませんで した。中 世の遺構 と考ズ_ら れま

す。

細い谷二筋が合流 して、幅約 10メ ー トルの谷 とな って北へ流下す る流

路です。細い谷の合流点付近では、古墳時代後半か ら飛鳥時代の上器が

当時置かれたままで出上 しま した (図 3・ 4)。 日々の生活 に必要不可

欠な水が湧 き出 る源に置かれていた この上器 は、谷の水神への供物を盛

りつ けた うつわであ ったので しょうか。

〈正三二]三二ニラ72

3

溜池 1

(流 路 2)

図  4  流 路  ■ 出 Jヒ 」ヒ 器

流路 1に 並行 し、その西側を流れ る流路で、幅が約 13メ ー トルあ りま

す。平安時代の末頃 に谷口に堤が築かれ、溜池 と して利用 された ことが

明 らかにな りま した。

溜池 には 上流か らす こしづつ流れ こんだ上が堆積 していま した。岸付

近で は土器の破片・ 流木・杭・牛の歯・ 骨 。曲げ物などの破損品 。手斧

暦などが比較的多 く出土 しています。また、 このよ うな不要品 と思われ

4―-26-―



る遺物以外 に、据え置かれたよ うな状

態で上器が出上 しているの も注 目され

ます (図 5)。 土器のなかには墨で文

字の書かれた ものが |‐ 数点あ りまする

出上 した土器か ら、す くな くとも平安

時代末か ら鎌倉時代のは じめ にかけて

この溜池が利用 された ことが判明 しま

した。

宅原遺跡 (宮 ノ元地区)

08

Ocm

図  5

溜 池 ■ 土 器 6～ 9出 土 状 態

苧 8

-9
▼ 2

図  6  溜 池  ■ と巴 土 」L器

１

洲

憔

ト

Ｉ

Ｔ

Ｉ

る

5

…

1     19Cm
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宅原遺跡 (宮 ノ元地区)

Ⅲ函 司睡 所罰

は小学館刊『日本民俗文化体系 14

樋棒

砂蓋

樋管

図 9 樋 の 構 造

堤 基底部の幅が約 6メ ー トル、堤の高 さは現状で池の底面か ら約 80セ ン

チあ ります。 この堤は築造後、池の底 に上が30セ ンチほど堆償 した段階

で、水の浸食によ って崩れかけた堤の池側 と上部にさらに上盛 りされ、

補修工事がお こなわれた ことが確認 されています。ただ し、 この補修 は、

池の底の上を掘 り上げて上が盛 られただけのよ うで、 さほどしっか りし

た工事をお こな ったふ うには見えません。

堤の上面で は、溜池が満水にな った場合、あとか ら流れ込んで くる余

分 な水を排水す るための余水吐 とよばれ る素掘 り溝が検出され、また、

溜池か ら水をひき出すために堤のなか に埋め こまれた樋が追存 してい る

ことも確認 されま した (図 7)。

この余水吐 と樋の高 さの差がわずか 15セ ンチ しかあ りませんが、 この

ことは、堤の修築 とい うことに関係 してい ると思われます。すなわち、

残 ってい る余水吐は築造当初の もので、樋 は堤の修築時に池の底樋 (池

の底 にはわせ る樋)と して設置 された ものではないか と考え られます。

余水 吐

図 8 堤 の 構 造

∩
Ｈ
Ｈ
Ｖ

瞬割 7

図 8・ 9

6―-28-―
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3.お わ りに

上の堆積 によ って底が浅 くな った分、堤の修築にあた っては、 これを盛

り上げて少 な くな った池の貯水量を回復 しよ うとした もので しょう。

いずれに して も池の深 さは余水吐の高 さを考え ると、堤付近で も60セ

ンチほどで、あまり深い もの とはいえません。溜池 と して利用 した谷の

幅 は約 13メ ー トルあ ります。堤部分 と調査区 における池の もっとも上流

地点 との距離 は22メ ー トルあ り、比高差 は20セ ンチほどです。か りに池

の底の傾斜がず っとこの割合であ り、谷の幅 もかわ らないと して計算す

ると、 当初の この池の貯水量は、約 250∬ 、 ドラム羅で 1250本 分であ っ

た と推測 されます。 この貯水量で、 30メ ー トル ×60メ ー トルの田圃に 14

セ ンチの水をはることができます。

現在 までに、溜池をまとま ったかたちで発掘調査 した事例はほとん ど

な く、江戸時代以前の ものについてはその築造技術や構造などについて

も くわ しくわか っていませんで した。 この調査 によ って、その不明確で

あ った古代の土木技術の一端をあき らかにす ることができると思われま

す。

調査については、神戸市長尾土地改良区・神戸市土木局北神開発事務

所の協力を得ています。また、大阪府科学教育センター指導主事 豊田

兼典氏 。大阪狭山市教育委員会主事 市川秀之氏のご指導を得ましたっ

宅原遺跡 (宮 ノ元地区)

7 ―-29-―
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ニツ屋遺跡

籐 :「
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ニツ屋遺跡は、西区玉津町ニツ屋に所在する遺跡です。

遺跡付近は標高約18mで、明石川の支流である櫨谷川の右

岸の沖積地に立地 しています。
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1.ニツ屋遺跡

2.玉津田中遺跡
/

/

居住・小山遺跡

居住遺跡

出合遺跡

水谷遺跡

高津橋岡遺跡

今津遺跡

新方遺跡

上池遺跡

吉田南遺跡
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ニツ屋追跡

周 辺 の 遺 跡   ニツ屋遺跡の周辺には、数多 くの遺跡が知られています。

旧石器時代・縄文時代の遺跡は不明確ですが、弥生時代に入

ると吉田遺跡で米作りの第 1歩がしるされます。その後、林

生文化は明石川や櫨谷川などの川をさかのぼって、急速に波

及していくことになります。弥生時代の集落遺跡としては、

玉津田中遺跡・新方遺跡・今津遺跡・ 出合遺跡などが知 られ

ています。

古墳時代になると、弥生時代から引き続き営まれる遺跡の

他に、丘陵上にある居住小山遺跡や玉津町慶明で古墳群が営

まれるようになります。

奈良時代以降になると、現在玉津環境センターとなってい

るところで、明石郡衡 (古代の役所)と考えられる吉田南遺

跡が調査されています。また、平安時代から鎌倉時代にかけ

ての集落が上池遺跡・ 出合追跡・水谷遺跡・ 玉津田中遺跡な

ど多 くの遺跡で確認されています。

調 査 に 至 る経 過   当地で土地区画整理事業が計画されたため、教育委員会は

試掘調査を実施しました。その結果、弥生時代から鎌倉時代

の遺物が発見され、遺跡が存在していることが明らかになり

ました。

そのため、本格的な工事に先立ち、今年の 1月 から発掘調

査を実施しています。

2.ヨ翻垂箋 翌9荘死星聾

これまでの調査から、ニツ屋遺跡は弥生時代後期 (今から

約1800年前)～江戸時代後半 (今から約 300年前)の長きに

わたる遺跡であることが明らかになりました。

調査地が広範囲におよぶため、調査地区を 1～ 12区 まで設

定 して、調査を行っています。

今回、現地説明会を行う地区は 4・ 5区 と呼んでいるとこ

ろです。
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図 2 調 査 区 酉己置 図

S=1/5,000

この部分で検出されたものは、平安時代末ごろ (今から約

800年前)の掘立柱建物 6棟、礎石建物 l棟、井戸 1基、池

1基、土坑・溝・ ピットなど多数です。

掘立柱建物 1  掘立柱建物 1は、 4間 (8,6m)× 6間 (12.8m)の東西

に長い総柱の建物です。南辺の東にと間の張り出し部があり

ます。直径50銅程度のやや大型の掘形の建物です。

この建物は、改築が行われており、当初は溝 7が雨落ち溝

になっていたようです。そして、土坑 5と土坑■が、建物の

北東隅と北西隅の対称的な位置にあり、中から土師器の小皿

などが完形品で多数出上 しています。この建物を建てる時の、

地鎮に関係するものではないかと推定されます。

この建物が、今回調査された建物群の中の主屋と考えられ

ます。

掘立柱建物 2  掘立柱建物 とが、やや西側へ移動して、 4間 (8.6m)X

5間 (12.5m)に建てられたものです。

掘立柱建物 3  掘立柱建物 1の東側で確認された、 2間 (4.4m)× 6間

(13.5m)の南北に細長い建物です。この建物は、遺構の切

り合い関係から、後に増築されたものであることがわかり、

掘立柱建物 2と 同時に存在 していたものと考えられます。
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ニッ屋遺跡
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掘立柱建物 4

掘立柱建物 5

掘立柱建物 6

礎石建物

池

ニッ屋遺跡

掘立柱建物 3の東側で確認された建物です。規模について

は、調査地区外へ広がるために不明確です。しかし、井戸を

囲むように建物があることから厨 (台所)であったと考えら

れます。

礎石建物の南側で確認された建物で、 4間 (8.Om)× 6

間 (13.6m)の南北に長い総柱の建物です。

柱穴は、掘立柱建物 1よ りもやや小型ですが、柱穴底に石

を据えて、根石としているものがみられました。

掘立柱建物 5の南側で確認された、 2間 (4.Om)X3間

(6.4m)の ガヽ型の建物です。

建物の中に浅い落ち込みがあり、厩 (馬屋)であった可能

性があります。

この建物は、掘立柱建物 5よ りもあとに建てられたものと

推定されます。

掘立柱建物 5の】ヒ側にある建物です。現存では、東西 3間

(6.Om)× 南】ヒ2間 (4.2m)の建物ですが、本来は東西

3間、南ゴヒ3間の建物であったと考えられます。

この建物の東側には、拳大の円礫が広がり、その間に瓦が

含まれていたことから、この建物には瓦が葺かれていたもの

と考えられます。 しかし、出土した瓦では屋根全面を覆 うこ

とはできませんので、屋根の一部に瓦を使用していたものと

考えられます。また、この建物の北側には挙大の石が一列並

べられ、建物周辺を整地していることから、方形の基檀があ

った可能性があります。

池は、東西1lm、 南北 6m、 深さ70cmです。掘立柱建物 1

の南側にあり、この建物と一体のものと考えられます。取水

施設や排水施設については、わかりませんでと′た。

直径約1.6m、 深さ1.2mの 円形の井戸です。

井戸の底には、水だめ用の曲物が 1段据えられていました。
す え き   わん

この付近から、須恵器の娩や木製の漆塗りの杓が出上してい

ます。

6

井戸
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ニツ屋遺跡
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出土遺物  今回の調査では、非常に多量の遺物が出土しています。し

かし、そのほとんどは小皿 (須恵器・ 土師器・瓦器・ 白磁)、

娩 (須恵器・ 瓦器・ 白磁)、 郭 (土師器)な どです。これら

は日常使用される食器類で、甕などの煮沸用具はそれに比べ

ると出土数は少量です。また、常滑などの愛知県地方の窯で

擁かれた大甕や壷も出土 しています。これらの遺物は、平安

時代末ごろ (12世紀後半)の時期が考えられます。

そして、平瓦、丸瓦、軒平瓦、軒丸瓦などの瓦が出土 して

います。これらはすべて須恵質のものです。破片が多 く全体

を復元できるものはありませんでした。
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ニツ屋遺跡
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ニツ屋遺跡

図 9 埓 実 測 図

注目される遺物に増があります。これは厚さ10cm程度の方

形で板状のものです。このような増は、古代寺院の基壇など

にレンガのようにして、積んだり敷いたりして使用されるこ

とが多いもので、この遺跡ではどのような使われ方をしたの

かは明らかではありません。増は市内で初めて出土したもの

です。

鉄製品として、鉄釘などが出土しています。

3
CII

1,石製

2・ 3,須恵質

9

I
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めとま

ニツ屋遺跡

現在調査は継続中で、最終的な結論を述べることはできま

せんが、これまでにわかったことをまとめてみます。

掘立柱建物は 6棟検出されましたが、この建物群は規則正

しく整然と配列されています。

これらの建物は、大きく2時期にわけられます。はじめに

掘立柱建物 1・ 4・ 5と礎石建物が、その後に掘立柱建物 2

・ 3・ 4・ 6と礎石建物が建てられていたことがわかりまし

た。掘立柱建物 1・ 2が主屋で、その南側に池を配置してい

ます。そして、西側に主屋の付属屋である掘立柱建物 5・ 6

があります。その付属屋の北側に礎石建物が位置します。こ

の建物は、唯―の礎石を使用した建物で、瓦を葺いていたこ

とや、西側に位置していることなどから、阿弥陀堂であった

ものと考えられます。そして、これらの建物群に囲まれるよ

うに庭がつくられています。

このような整然と配列された大規模な建物群は、これまで

国衛以外では知られていません。このことから、この建物群

は一般の民家ではなく極めて有力な人物 の邸宅であったもの

と考えられます。

以上のように、今回の調査で検出された建物群は、平安時

代末ごろの生活を考えていくうえで、大変重要な資料を提供

したものといえます。

今回の調査については、神戸市文化財専門委員 和田晴吾先生、奈良国立文化財

研究所集落遺跡研究室長 山中敏史先生、文化庁建造物課主任調査官 宮本長二郎

先生の御指導をいただきました。

また、ニッ屋特定土地区画整理組合、 (財)神戸市都TFM備公社のご協力を得て

います。
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ニツ屋遺跡

参 考  掘 立 本:五建 物 とこ ― とヽて

叉苗 (む ●〕

掘立柱建物とは、地面にほりこんだ穴 (柱掘形)

の中に柱をたててつくった末造の建物のことです。

惇 !寺 litt〕 をしらばし` 1

I狡性駈いし山勒刺
集英社 B本吉代史5 豊饒の大地より毎載

図 ■0 をとグくん 〕ヾ謡 Eみ オ化マfか rみ

調 査 さ れ る ま で

①性を掘る前 ②柱を入れるために柱よ

りも大きめの穴を掘り

ます (柱縄形)

何年かたつと

―

⑤地面付近の柱がいたん

でくることがあります

⑥いたんだ部分をきって

そのすき間に石をつめ

て補修します

き換えられていきます

③石で補修したものも石

だけが残ることになり

ます

このような⑥や③になった柱を発掘調査では、

上を削って見つけて、建物を探していきます。

③柱を握えます ④柱のまわりを埋めます

これて柱の据え付けは

完了です

中には住の下に石を据

えるものもあります

量
⑦備修されずに建物が政

棄されると地面の中の

住のみが残されます

―

①それから何年かたっと

地面の中の柱は土に置

11
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半 成 5年 3月 23日

神 戸 市 教 育 委 員 会
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西求女塚古墳

1 .  は じめ に 譜茉後安 苦後 は、董旅逝後 の悲恋伝説 にまつわ る努辣雑

士 の塚 と して古 くは万棄集 に詠 まれ、 「大和物語 」や謡 曲

「求女塚」な どに も登場す る古墳 と して 、東灘 区の東禁安

塚古墳・処女塚古墳 とと もに、古 くか ら知 られて いた古墳

です。

(S=1/2 00)

|
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塩象1受れ

西求女塚古墳

昭和 39年 よ り公園 と して供用 されて いま したが、古墳整

備のための資料 を得 る目的で、公 園内を昭和 60・ 61年度 の

2回 、試掘調査 を行 い ま した。 この時 は、調査面積 も少 な

く目的を達成す ることが 出来 ませんで した。 また、公園の

北側 をマ ンシ ョン建設等 に と もな って 2度 、調査 を行 って

います。 そ して今回、 この古墳 の あ る味泥地 区の下 町活性

化 町づ くりの シンボル事業 の 1つ と して、古墳整備 の計画

があが り、その整備 のための資料 を得 る目的で、平成 5年

1月 25日 か ら国庫補助金 を得 て調査 を行 って います。今回

が周辺部 も含 めて第 5次調査 にな ります。

2 -44-



西求女塚古墳

これ までの調査で は、

1.墳丘 の全長 はH Om以 上で、後 円部の直径 は約70mの 東

に向いた前方後 円墳 で あ ること。

2.後 円部の中央付近 に埋葬施設 と考 え られ る黄色粘土・

板石・礫 が崩れた状態で存在す る。板石 には側面 に赤 色

顔料が塗 られて いる ものが多 く、大 きめの板石 は黄色粘

土が貼 りっ いて い ることか ら石室 の天丼石 と考 え られ、

この埋葬施設 は竪穴式石室で あ ると考 え られ ること。

3.墳 丘斜面 はかな り改変 されて いること。

4.斜 面 には葺石が存在 したが、埴輪 は置かれて いなか っ

た こと。

5.出 土遺物 な どか ら古墳 の造 られた時期 は古墳時代 の前

期 (3世紀後葉か ら 4世紀代 にか けて )と 考 え られ るこ

と。

な どの事柄がわか って います。

また、 これ までに出土 した遺物 には、埋葬施設付近 か ら

獣群袋ピ呼ばれる銅鏡の破片と、土師器のポ杉荒藤輩と霞

形器台の破片が、また古墳の外側にあたる第 4次調査地点

では、スタンプ文のある土師器片があります。

図 3  肇 穴 式 石 室 模 式 図   (『 古代史復元  6』 より)
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西求女塚古墳
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西求女塚古墳

2。 調査概要 後 円部 の墳頂付近 で は埋葬施設 の一 部 と考 え られ るもの

が見つか って いま したが、その構造 や規模 な どは明 らかで

はあ りませんで した。今回の調査 は、 この埋葬施設 の構造

や規模 を確認 す るために、 この部分 を広 げて調査 を行 って

います。

調査 の結果 、埋葬施設 が存在 す ると考 え られた所 で は黄

色粘土 。板石・ 礫 の広が りが確認 され 、 また板石 と黄色粘

土が崩 れ込 んで いる大 きな落 ち込 みが見 つか りま した。

?           〒m

項 部 調 ― 区 平 面 図 (S=ュ /1oo)

5

三角縁神獣鏡
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西求女塚古墳

13. Om

西

12. Om

11.Om

液状化現象の発生と噴砂

A 通常の状態

B 激しい地震動によって液状化

現象が発生

C 上位の地層を引き裂いて噴砂

(礫 )が噴出

鉄 剣 粘 土

東
三角縁神獣

ｙ
／

6

/  9-―ェーーーーーFm
断層

図 6 墳 頂 部 調 査 区 断 面 模 式 図 (S=1/50)

この大 きな落 ち込 み は、 当初 、人 為的な もの と考 えて い

ま したが 、調査 の結果 、 自然災害 による墳丘の地滑 りによ

る もの と判 明 しま した。 その原 因 と して は、大 きな地震が

考 え られ ます。 この古墳 の造 られて いる基盤である砂層 が

地震 によ る液状化現象 によ って周 囲 に逃 げ、激 しい振動が

加 わ って、中央部が陥没 した もの と考え られ ます。

「液状化現象 」 とは、地下 の水分 を含んだ砂 や砂礫 層 が

地震 によ って水圧が上 が り、水 と砂が混 ざ って泥状 にな る

状 態をいいます。 この とき大 きな圧 力によ って この泥 が上

の層 を突 き破 り地上 に吹 き上 が ることがあ ります。 これ を

「噴砂 」 といい ます。 この現象 は最近で は1964年 の新 潟地

震 や 1983年 の 日本海 中部地震 、そ して今年 の 1月 に起 こ っ

た釧路沖地震 な どで も起 こって います。

遺跡でみられる地震跡の模式図

(A:活断層跡 B:液 状化跡)

噴 砂 発 生 の 模 式 図 と

遺 跡 で 見 ら れ る 地 震 跡 の 模 式 図

(寒 川 旭著  『地震考古学』より)

虜璽 7
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西求女塚古墳

東

その証拠 の 1つ と して 13ト レンチの後 円部裾付近で、墳

丘の基盤 の砂層 が上 の墳丘盛土 を突 き破 って いる 「噴砂 」

の跡が見つか って います。 また墳丘 の盛上が断層 にな って

い るところが各所で見 つか って います。

この地震 の起 こった時期 は今の ところ明 らかで はあ りま

せんが 、東灘 区 にあ る住吉東古墳 を突 き破 る噴砂 を起 こ し

た古墳 時代 中期末 の地震 や、豊 臣秀吉の伏見城 を は じめ京

都 。大阪・神戸 に大 きな被害 を与 えた1596年 (文禄 5年 )

の伏見地震 (マ グニチ ュー ド7.5ぐ らい)な どが考 え られ

図 8第 14ト レ ン チ 断 面 図 七十一―――嘩―――――fm

出土遺物 今回の調査で は、落 ち込 みの上層 か ら、昭和 60年度 の調

査 で出土 したの と同様 の、小形丸底壷 や鼓形 器台が 出上 し

て います。 これ らの上器 は、墳丘 の上 で行 われた祭所Eに 伴

う土器で あ ると考 え られ ます。 また山陰地方特有 の形 を し

た土器で あ ることか ら、 この古墳 の被葬者 とその地方 との

関わ りがあ った ことが知 られ ます。

また、崩 れた板石 の間か ら壁宵繊粋蓼援 と呼ばれ る銅鏡

の ほぼ完形 の もの 1面 と、破片 のみの もの 2面の計 3面の

鏡 が 出上 してお り、 これ までの もの と合 わせて合計 4面の

鏡 が この古墳 か ら出土 して います。

また、鉄剣 の破片が板石 の上 か ら出上 して います。

これ らの鏡 や剣 は副葬 品 と して被葬者 と一緒 に石室 の中

に置かれた もの と考 え られ ます。
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地 震 が 起 こ り 古 墳 の 基 盤 の 砂 層 が 液 状

現 象 を 起 こ し 古 墳 の 重 み で 周 囲 に 逃 げ

墳 丘 中 央 部 の 砂 層 が 逃 げ る と と も に 激

い 振 動 が 加 わ っ て 地 滑 り と 噴 砂 が 起 こ

石 室 が 崩 れ る 。

公 園 の 造 成 な ど で 墳 丘 の 上 部 が 削 平 さ

る 。

上 が 盛 rら れ て 公 園 と し て 現 在 に い た る 。

図 9 士貴 頂 部 ¢ )崩 れ ラた よ う す

西求女塚古墳
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西求女塚古墳

5。 まとめ 以上 のよ うに、西求女 塚古墳 は古墳時代前期 に造 られた

前方後 円墳 ですが、その後 、埋葬施設 を含 め墳丘の一部 は

地震 と考 え られ る自然災害 によ つて崩れて しまいま した。

今 回の遺跡現地説 明会 は、地震 の痕 跡 を皆様 に見学 して頂

くために開催 いた しま した。震度 6以上 の大規模 な地震が

かつて この地域 を襲 った ことは、今回 の調査で よ リー層

はっきりと しま した。最近 、京 阪神地域 で はあま り大 きな

地震 はお こって いません。 しか し、 この地域 も地震列 島 と

呼ばれ る日本列 島の一部 で あ ることが、あ らためて感 じる

ことがで きることで しょう。

この古墳 は復元整備 に向 けて調査 を進 めて い く予定 です。

造 られた当時の姿 は今後 、徐 々に明 らか にな って い くこと

で しょう。

今回の調査 で は下記 の機 関な らびに方 々か ら御協 力、御指導 を得 ま した。 あ らた

めて感謝 申 しあ げ ます。

通産省工業技 術 院地質調査所近畿・ 中部地域地質 セ ンター 寒川 旭 主任研究官

神戸市文化 財専 門委員 和 田 晴吾・ 檀上 重光 両先生

神戸市灘 区灘南部 自治会

文化庁

兵庫県教育委員会

神戸市土木局

神戸市灘区役所
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